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《部品構成内容》 

部番 品名 個数 部番 品名 個数 

① 本体天板※BOX 取付け部品付き 1 ⑨ M6×20 フランジボルト 2 

② 本体ベース 1 ⑩ M6 ナイロンロックナット 2 

③ ロックバー 1 ⑪ ストッパーブラケット 1 

④ プレート  1 ⑫ カラー（φ16×φ9×Ｌ29） 2 

⑤ スプリング 1 ⑬ M8×45 キャップボルト 2 

⑥ スリーブ スプリング 1 ⑭ M8×50 キャップボルト 2 

⑦ M8×15 ボタンキャップボルト 1 ⑮ M8 平ワッシャー 4 

⑧ M8 ナイロンロックナット 1 ⑯ M6  平ワッシャー  2  
本製品取付けに当たっての注意点 

※ 本製品は、2010ｙ-PCX125（JF28 / 56 / 81・JK05）/ 150 (KF12 / 18 / 30)/160(KF47) 

                              /e：HEV(JK06)に適合します。 

※ 本製品は業務用に使用する BOX 等を取付ける為のキャリアです、２人乗りは出来ません。 

※ 作業中は、必ずメインキーをＯＦＦにして、作業は水平な場所で車体を安定させて下さい。 

純正部品の取外し／取付け、ボルト／ナットの締め付けについてはメーカー発行サービスマニュアルに基づいて、 
確実に行ってください。 

※ ご使用に際して積載重量や、取付ける BOX のサイズ等は、法定積載重量及び寸法の範囲内でご使用ください。 

※ 本製品はオプションなどのサイドスタンドのご使用は出来ません、必ずセンタースタンドをご使用ください。 

（サイドスタンド使用するとバランスを崩し、車体が倒れる恐れがあります。） 

※ キャリアを後方に引いた状態で車両から離れないでください。転倒の恐れがあります。 

 

 

注意 

ＫＫＩＩＪＪＩＩＭＭＡＡ  ＯＯＲＲＩＩＧＧＩＩＮＮＡＡＬＬＰＰＡＡＲＲＴＴＳＳ    

ＴＴＥＥＣＣＨＨＮＮＩＩＣＣＡＡＬＬ  ＳＳＥＥＲＲＶＶＩＩＣＣＥＥ  ＭＭＡＡＮＮＵＵＡＡＬＬ  

※本製品は、出荷時仮組の

状態です。 

取付けの際は、各部の締

め付けを必ず行なって

取付けて下さい。 

HONDA 2010y～ PCX125（JF28/56/81）/150（KF12/KF18/30） 

           PCX125（JK05）/160（KF47）/e：HEV（JK06） スライドキャリア 

＜商品番号：２１０-３１５＞【取扱説明書】 
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このたびは,当社製商品をお買い上げいただきありがとうございます。 

本製品は以下のことをご理解のもと作業していただきますようお願い申し上げます。 

作業にあたる方は本体車両メーカーのサービスマニュアルに準ずる知識及び技術を持った方に限ります。 

 

 

 

 

 
以上の事柄を必ずお守りください。 

万が一、商品に不備があった場合は、取付けを行わないでください。 

上記が守られていない場合、商品への保証は一切いたしません。 

また、株式会社キジマは本製品にのみ責任を持つものであり、本製品の品質以外（修理費、取付工賃等）どの
ような事柄に対しても責任を負いかねますのでご了承ください。 

取付け前に必ずお読みください。 

・取付け前に商品構成の内容を必ずご確認ください。  ・本取付け説明書に則った取付けを行う。 

・道路交通法・道路運送車両法を厳守する。      ・本製品への加工を加えない 

・運行前点検及び、定期的な保守整備を行う。     ・不具合が発生した場合速やかに使用を中止する。 

 

※本製品の取付けには、年式により穴あけ加工が必要です。 

<出荷時の状態> 

※①～⑪は出荷時仮組状態です。 
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⑥ 
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⑭ ⑮ 
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(出荷時は仮止めのため、取付け前に下記のボルト／ナットの締め付けを行なって下さい。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HONDA PCX125（JF28）/150（KF12）へ装着する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 純正のサービスマニュアルを参考に純正リヤグラブレールカバーを取外します。       (写真 D 参照)            

2 純正カバーの裏側に穴あけ位置の指示として丸い凹凸がモールドされています。ドリル/リ―マ等を使用してモ

ールドに沿う形に穴あけ加工を行って下さい。（φ18 を目安に穴をあけて下さい。）        (写真 E 参照)  

3  キャリア出荷時のボルト類は仮止めで出荷しています。本体取付け前に必ず増し締めを行なって下さい。   

 

 

 

 

 

 

 

 

4 純正カバーを再度固定して付属カラー⑫をカバーの後の穴あけした箇所に入れます。      (写真 F 参照) 

5 キャリア本体①をカラー⑫の上に乗せて付属の平ワッシャー⑮・ボルト⑬・⑭で固定します。  (写真 G 参照) 

※必ずネジロック剤の塗布して下さい。 
 
6 各部の締め付け確認をしたら、完成です。 

 
※シートの開閉時以外は、必ずキャリアがスライドしない 
様にロックバーでキャリアを固定して本製品をご使用し 

てください。 

＜取付け方法＞ 

※本文中や図中に出てくる丸囲み数字は前ページの部品構成内容表の部番に対応しています。 

〈取付けイメージ〉 

付属カラー⑫ 平ワッシャー⑮・ 

Ｍ8×45 ボルト⑬ 

平ワッシャー⑮ 

Ｍ8×50 ボルト⑭ 

Ｆ Ｇ 

プレート④を天板①に矢印の方向に突

き当てながら取付けます。  

※ポイント：スプリングと同時に組付

けると取付けが容易です 

 

スプリング⑤の引っ掛ける場所及び

フック部の向きを確認して、取付けフ

ック先端をペンチ等でつぼめます（動

作に支障がない程度につぼめます） 

 

ストッパー⑪の向きを確認後ロック

バーに差し込んだ状態で組付けます。 

（必ず動作確認を行なって下さい） 

 

④ 

⑦/⑧ 

⑤/⑥ 
⑪ 

⑨/⑩/⑯ 

C 

D 
Ｅ 

純正スクリュを左右 2 本外す 

純正リヤグラブレールカバー 

A B 

丸い凹凸に従って加工します 

.取付工数:0.5h 
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HONDA PCX125（JF56）/150（KF18）へ装着する場合 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

1 純正のサービスマニュアルを参考に純正トップカバーを取外します。          (写真 H/I 参照)            

2  キャリア出荷時のボルト類は仮止めで出荷しています。本体取付け前に必ず増し締めを行なって下さい。  
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

3 付属カラー⑫をカバーの後ろ側固定ボスの上に乗せます。                  (写真 J 参照) 

4 キャリア本体①をカラー⑫の上に乗せて付属の平ワッシャー⑮・ボルト⑬・⑭で固定します。  (写真 K 参照) 

 
HONDA PCX125（JF81・JK05）/150（KF30） 

/160(KF47)/e：HEV(JK06)へ装着する場合 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
1 純正サービスマニュアルを参考に純正カバーを取外します。             （写真 L 参照） 
 

2 純正カバー裏側のボルトを外し、トップカバーを取外します。            （写真 M 参照） 

 

3 付属カラー⑫をカバーの後ろ側固定ボスの上に乗せます。                (写真Ｊ参照) 

 

4 キャリア本体①をカラー⑫の上に乗せて付属の平ワッシャー⑮・ボルト⑬・⑭で固定します。(写真Ｋ参照) 

 

※定期的な締め付け確認を必ず行って下さい。 

純正クリップを左右 2 本外す トップカバーを取り外す 

付属カラー⑫ 

平ワッシャー⑮・ 

Ｍ8×45 ⑬ 

平ワッシャー⑮ 

Ｍ8×50 ボルト⑭ 
K 

H I 

J 

L 
ボルトを外す。 

※ツメ折れ注意 

M 

ボルトを外す。 

.取付工数:0.3h 
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                               ※下の写真は、アドレス V125 です。 

各部締め付けの確認を必ず行なって下さい。※出荷時の仮組部分も含みます。 
 

1. シート開閉位置とストッパーとロックバーが確実に動作しているか確認してください。  (写真参照) 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
2、天板がスムーズにスライドしてシートの開閉が、出来るか確認して終了です。 
使用中は定期的にレール部のグリス等の塗布及び各部の締付けの確認を必ず行ってください。 
 

＜使用時の注意点＞ 

1、過積載や重量の偏った積載は本体・車両の損傷につながる可能性がありますので、絶対にしないで下さい。 

2、荷物は、荷崩れしないようロープ・ゴム紐等でしっかり固定し使用して下さい。 

3、ネジ等が緩んだ状態での使用は、荷物や本製品の脱落の危険に繋がります。定期的に取付け状態をご確認ください。 

必要に応じてネジ等の増し締めを行なって下さい。 

4、シートの開閉時以外は、必ずキャリアがスライドしないようにロックバーでキャリアを固定してご使用ください。 

上記 1～4 は、積載による操縦安定性の悪化に繋がる注意点です。十分に注意の上、ご使用ください。 

5、走行に不安を感じた場合には、直ちに安全な場所に停車し積載内容を見直して下さい。その時にキャリアの取付け状態を 

必ず確認してください。 

6、法定速度を守り安全運転を心がけてください。 

7、取付けは、お買い求めの販売店に必ずご相談ください。 

 
 

 
 
 

 

モーターレク総合開発メーカー   株式会社 キジマ 

〒123-0841 東京都足立区西新井 4-16-3 TEL．03-3897-2167 FAX．03-3897-2138 

MOTORCYCLE PARTS＆ACCESSORIES KIJIMA Co.,ｌｔｄ.   www.tk-kijima.co.jp 

シート開閉時（キャリアのスライド時の位置） 

※後方にスライドされた状態でシートを開閉してキャリアとの干渉が無いか確認

します。シートの開閉時以外は、通常使用位置にキャリアを固定してください。 

 

通常使用時（キャリアの固定位置） 

※シートとキャリアの干渉が無いか確

認してください。 

 

ロックバー 

① 
キャリアスライド時 

ロックバーのレバー部を引き上げ①、ロックバーをレール部の外側へ引っ張りま

す②。ストッパー部から先端が抜けた事を確認し、キャリアを移動させて下さい。 

※ロックバーをプレートより外側に引き抜くとスプリングが伸び切れたり、ロッ

クバーが脱落する恐れがありますので、注意して下さい。 

 

通常使用時の位置（キャリア固定） 

ロックバーが、ストッパーに納まって

いる事を確認して下さい。 

※ロックバーは、レール部内側に入れ

ます。 

ロックバー 

レール部 

 

ストッパー 

 

プレート 

 

レール部 

 

ストッパー 

 

② 

ストッパー 

 

動作確認 


